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-かいじ国体・会期…・

夏季大会…61年 9月 7日，...， 10日

秋季大会…61年 10月 12日，...， 17日

|・ふれあいのかいじ大会・会期
61年 10月 25日，...， 26日

吋
で
は
、
本
年
十
月
に
行
わ
れ
る
、
か
い
じ
国
体
ボ

ク
シ
ン
グ
競
技
を
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

又
、
社
会
体
育
採
典
の
発
展
を
目
的
に
、
昨
年
の
ジ
ャ

ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
に
引
き
続
い
て
今
年
、
新
し
く
母
と

子
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
母
と
子
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
は
、
ス

タ
ミ
ナ
あ
る
母
/貌
づ
く
り
と
、
逐
動
に
対
す
る
挑
戦

的
な
子
供
を
育
て
〆

げ
る
。
斤
え
ボ
ク
シ
ン
グ
ゲ
ー

ム
、
円
形
ド
ッ
チ
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど

気
軽
に
で
き
る
よ
う
配
志
し
で
あ
り
、
日
常
生
活
の

中
。て
連
動
を
実
践
し
て
い
く
態
度
を
身
に
つ
け
、
楽

し
み
な
が
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、

会
場
の
上
河
来
二
区
公
会
堂
に
は
、
五
十
名
近
い
母

と
子
が
集
ま
り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

=青空と緑と産業のまち昭和町=

F屯1ハヨ 本町は

，志堅と'打な ボクシング

祭寝室品 会場です

ちi年 が有--l'V

かlll.)¥~・j ， H
国徳を成功させよう



昭和 61年 2月1日発行(2 ) 
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わ-つよし報広

昭和61年昭和町成人式記念(中央公氏館)

好
天
に
恵
ま
れ
た

一
月
十
五
日
「
成

人
の
日
」
午
前
十
時
か
ら
昭
和
町
成
人

式
が
、
女
性
の
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で

姿
と
、
は
か
ま
姿
の
男
性
も
目
立
つ
会

場
の
中
央
公
民
館
で
、
華
や
か
に
行
わ

れ、

二
ニ
六
人
(
男
性
六
十
七
人
、
女

性
六
十
九
人
)
の
成
人
の
門
出
を
祝
っ
た
。

式
典
で
は
、
石
原
町
長
の
式
辞
の
後
、

「
立
派
な
社
会
人
と
な
り
、
ま
た
、
す
ば

ら
し
い
人
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
、
西
条
二
区
の
望
月
八
州
さ
ん
が
成

人
者
を
代
表
し
て
力
強
く
宣
誓
し
た
後
、

町
長
、
牧
野
議
長
、
野
呂
瀬
教
育
委
員
長

中
学
時
代
の
恩
師
と
い
っ
し
ょ
に
記
念

撮
影
を
と
り
、
中
学
時
代
の
思
い
出
の

写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
役
場
会
議
室
で

茶
話
会
が
聞
か
れ
た
。

茶
話
会
は
、
成
人
者
が
中
心
に
な
り

シ
ャ
ン
ペ
ン
で
乾
杯
し
た
後
、
恩
師
を

囲
ん
で
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
な
ど

で
賑
や
か
に
進
め
ら
れ
、
成
人
の
日
の

再
会
に
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

20歳の門出を祝う石原町長
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新しくなった常永保育園

社
会
福
祉
法
人

常
永
保
育
園
新
園
舎
が
完
成

昭
和
町
河
西
地
内
に
あ
る
常
永
保
育

園
(
園
長
・
小
野
間
宣
子
)
は
、
今
ま

で
あ
っ
た
園
舎
が
狭
く
、
又
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
、
新
し
く
同
じ
敷
地
に

昨
年
の
十
二
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
二
階
建
、
建
物
面
積
四
二
七
・
六

一

d
の
園
舎
(
定
員
六
十
名
・
幼
児
四
十

五
名
、
乳
児
十
五
名
)
を
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
新
し
い
園
舎
、

一
階
に
事
務
室
、

三
歳
未
満
児
室
な
ど
が
あ
り
、
二
階
に

年
長
の
保
育
室
を
設
け
て
、
敷
地
の
関

係
で
プ
l
ル
も
二
階
に
備

っ
て
い
る
。

『

ζ

の
恵
ま
れ
た
施
設
に
安
心
し
て
子

供
を
預
け
て
く
だ
さ
い
』
と
、
小
野
間

園
長
は
言
う
と
共
に
、
今
後
、
職
員
一

丸
と
な

っ
て
保
育
の
充
実
と
地
域
の
児

童
福
祉
に
努
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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昭
和
町
消
防
団
は
、
新
春
恒
例
の
出
初
め
式
を

一

月
五
日
午
前
九
時
か
ら
押
原
小
学
校
体
育
館
で
盛
大

に
挙
行
し
ま
し
た
。

当
日
、
校
庭
が
雪
の
た
め
使
用
で
き
な
く
体
育
館

に
変
更
、
予
定
し
て
い
た
ポ
ン
プ
操
法
や
、
機
械
器

具
の
点
検
な
ど
は
行
わ
ず
、
花
や
か
さ
に
欠
け
た
が
、

団
員
の
き
び
き
び
し
た
態
度
に
は
、
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
消
防
団
、
役
場
消
防
隊
、
南
消
防
署

昭
和
出
張
所
職
員
、
来
賓
多
数
出
席
の
中
、
内
藤
英

男
消
防
団
長
の
あ
い
さ
つ
、
石
原
町
長
の
訓
辞
に
引

き
続
い
て
消
防
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
席
上
消
防
功
労
者
と
し
て
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

マ
退
職
団
長
感
謝
状

・

前

団

長

保

坂

勝

雄

(上

河

東

マ
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

(
無
火
災
地
区
表
彰
)

・
区

長

高

野

孝

久

(

西

条

一
区
)

・

区

長

保

坂

敏

弥

(

清

水

新

居

)

・

区

長

坂

田

文

一

(

西

条

新

田
)

・

区

長

高

野

秀

次

(

飯

喰

)

・

区

長

早

川

美

都

雄

(上
河
東
二
区
)

マ
山
梨
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

・

副

団

長

堀

之

内

法

政

(

河

西

)

マ
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
乙
種
功
労
章
)

部

長

野

沢

部

長

塚

原

団

員

秋

山

勝

(

西

条

区

)

将

司

(

上

河

東

)

和
男
(
西
条
二
区
)

マ
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

部

長

保

坂

一

男

(

清

水

新

居

)

部

長

横

内

和

美

(

築

地

新

居

)

部

長

金

丸

俊

夫

(

河

西

)

マ
山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

部

長

藤

原

静

馬

(

西

条

新

田

)

部

長

海

野

泰

明

(

押

越

)

部

長

磯

部

洋

(

飯

喰

)

部

長

小

松

文

夫

(

上

河

東

二

区

)

マ
昭
和
町
長
表
彰

部

長

秋

山

毅

(

西

条

二

区

)

部

長

佐

野

菊

四

郎

(

河

東

中

島

)

部

長

花

形

清

二

(

紙

漉

阿

原

)

マ
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

甲

要

員

林

和

仁

(
清
水
新
居
)

て館

、市
料

一

村原mt 

押
原
中
学
校
後
期
生

徒
会
は
、
昨
年
の
十
二

月
二

O
日
、
全
校
生
徒

に
よ
り
町
内
全
域
の
空

き
缶
、
空
き
ビ
ン
の
回

収
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

乙
の
目
、
回
収
さ
れ

た
空
き
カ
ン
、
空
き
ビ

ン
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

六
台
も
集
ま
り
、
去
年

の
六
月
に
行
わ
れ
た
町

の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

か
ら
、
わ
ず
か
半
年
で

乙
の
有
様
と
い
う
乙
と

で
、
ま
だ
ま
だ
非
常
識

に
捨
て
る
人
が
後
を
た

た
な
い
。
押
中
生
徒
会

は
、
「
我
々
生
徒
会
が

力
を
合
わ
せ
て
、
私
た

ち
の
町
か
ら
空
き
カ
ン
、

空
き
ビ
ン
を
な
く
し
、

も
っ
と
住
み
よ
い
明
る

い
環
境
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
、
張
り

切
っ
て
各
地
区
に
わ
か

れ
て
、
美
化
運
動
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

圃・・圃園田・

~~ 
1，又

グ
空
き
缶
を
拾
う
勇
気
と
捨
て
る
恥
H



瞬
の
気
の
ゆ
る
み
が

愛
児
の
事
故
に

|
歩
行
器
は
一
回
初
分
を
目
安
に
|
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事入札結果

。
事
例

お
母
さ
ん
が
ベ
ラ
ン
ダ
で
ふ
と
ん

を
干
そ
う
と
、
歩
行
器
に
乗
っ
た

8

か
月
の
男
児
か
ら
白
を
離
し
た
す
き

に
子
供
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
転
倒
し
、

そ
ば
に
あ
っ
た
角
材
で
頭
を
打
っ
て

額
を

2
針
縫
う
ケ
ガ
。

と
乙
ろ
、
正
常
な
使
い
方
を
し
て
い

れ
ば
、
影
響
は
な
い
と
の
こ
と
で
し

た。
歩
行
器
は
歩
行
の
発
達
を
促
す
も

の
で
は
な
く
、

7
か
月

1
1歳
の
乳

児
で
は
、
歩
行
器
に
乗
る
と
自
由
に

動
き
ま
わ
る
た
め
喜
び
を
感
じ
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
親
子
関
係
が
な
ご

や
か
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
の
で
、
使
用
す
る
か
否
か
は
各
家

庭
と
育
児
方
針
に
従
っ
て
き
め
、
使

用
す
る
な
ら

1
回
初
分
く
ら
い
と
し

て
、
安
全
に
は
十
分
気
を
配
る
乙
と

で
す
。な

お
、
歩
行
器
に
よ
っ
て
ガ
ニ
股

に
な
る
乙
と
は
な
い
、
と
い
う
の
が

一
般
的
な
見
解
で
す
。

(
製
品
安
全
協
会
)

1.030.000 

4.600.000 

16，420，000 

16.600.000 

わ

河東中島地内
60. 12. 7 
-60. 12. 27 

西条新田地内

60. 12. 7 
-61. 1. 31 

上河東地内
60. 12. 7 
-60.12.27 

上河東地内
60.12. 18 
-61.3.15 

上河東地内
60. 12. 18 
-61. 3. 15 

-つ

母
親
が
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
出
入
口
を

全
部
あ
け
て
い
た
の
で
、
子
供
は

ベ

ラ
ン
ダ
に
出
る
乙
と
が
で
き
、
し
か

も
ベ
ラ
ン
ダ
と
部
屋
と
は
約
日
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
あ
り
ま
し
た
。

ぶ
つ
か
っ
た
角
材
の
位
置
か
ら
み
て
、

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
レ

l
ル
で
歩
行
器

の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
と
ま
り
、
転
倒
し

た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
出
入
口
が
閉
っ
て
い

れ
ば

8
か
月
の
乳
児
が
ベ
ラ
ン
ダ
に

出
ょ
う
と
し
て
転
倒
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
の
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故
を
招
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。

エ

よ

町道昭和玉穂線交差
点改良工事

町道12号線路側壁工
事

町道6号線道路改良
工事

県単土地改良事業排
水路改良工事

水田利用再編対策事
業排水路改修工事

し報広

ァ弘場訪日芳 4
o ill7 :+寸宋 仁三巡

段差や障害物の

あるところでは

使用しないで/

歩
行
器
が
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
比
影

響
が
あ
る
と
い
わ
れ
賛
否
両
論
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
実
証
的
デ

l
タ
は

乏
し
く
、
当
協
会
が
小
児
科
医
、
成

形
外
科
医
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
た

O 
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押

初
優
勝
し
た
押
中
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー

(
緑
ケ
丘
)

第
七
回
県
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
中
学

生
学
年
別
大
会
は
、
去
年
の
日
月
刊
日

か
ら

M
日
ま
で
県
下
二
十
四
チ

l
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
初
参
加
の
押
原
ミ

ド
ル
チ
l

ム
は
良
く
健
闘
し
一
年
生
の

部
で
堂
々
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

押
原
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
去

年

8
月

M
日
に
設
立
さ
れ
押
中
サ
ッ
カ

ー
部
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
、
押

原
中
学
校
の
ご
理
解
を
得
て
、
監
督
に

押
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
小
俣
先
生
に

お
願
い
し
、
指
導
者
と
し
て
元
押
中
の

一
瀬
校
長
先
生
、
竹
中
校
長
先
生
そ
れ

に
昭
和
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
の
藤
本
監
督

以
下
大
勢
の
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
の
ご
支

持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
県
大
会
が
、
ミ
ド
ル
チ
l

ム

を
発
足
し
て
初
め
て
の
公
式
戦
で
し
た

が
終
止
全
員
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
今
回

の
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

女

試

合

結

果

責

押
原
2

(

O

)

O
勝
沼

1
4
1
l
n
u
 

梨
大
附
属
グ
ラ
ン
ド

押
原
4

(

O

)

1
北
西

q
u
i
l
l噌
I

機
山
高
校
グ
ラ
ン
ド

ハU
l
-
-
ハU

押
原

1

(

)

0

一
宮

1
i
l
l
-
ハ
U

機
山
高
校
グ
ラ
ン
ド

つ/
U
l
-
-
n
u

押
原
2

(

)

1

北
東

ハH
U
l
-
-
ι
4
E
i

緑
ケ
丘
サ
ッ
カ
ー
場

押
原

4

(

)

l

須
玉

円
べ

U
l
-
-
n
H
U

緑
ケ
丘
サ
ッ
カ
ー
場

回
戦

二
回
戦

三
回
戦

四
回
戦

五
回
戦

⑮
⑮
⑧
⑩
⑧
 

申
冨
問
問
団
関
偉
大
合
毘

本

町

七

位

第
初
回
中
巨
摩
郡
駅
伝
大
会
(
主
催

郡
町
村
体
育
協
会
連
協
会
)
は
、
郡
下

十
二
町
村
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
口

大
会
は
、
白
根
町
の
巨
摩
中
学
校
を

午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
芦
安
、
櫛

形
、
甲
西
、
若
草
と
四
十
二
・
二
加
を

七
区
聞
に
分
け
て
健
脚
を
競
い
、
本
町

は
惜
し
く
も
入
賞
は
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
終
止
力
走
し
て
郡
で
七
位
(
時
間

二
時
間
四
十
六
分
三
十
九
秒
)
の
成
績

で
し
た
。
次
回
の
大
会
に
は
、
是
非
入

第26回昭和町卓球大会

世日時 昭和61年 2月23日旧)午前8時30分集合

午前 9時開会式

賞
す
る
様
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

(

優

勝

)

竜

王

町

体

協

A

時

間

・

2
時
間

M
分
必
秒

本
町
出
場
選
手
は
、
次
の
方
々
で
す
。

第

一
区

山

下

聖

光

(

築

地

新

居

)

第
二
区
田
口
高
信
(
紙
漉
阿
原
)

第

三

区

義

行

(

西

条

二

区

)

第

四

区

秀

才

(

押

越

)

第

五

区

勉

(

上

河

東

)

第

六

区

裕

(

西

条

一

区

)

第

七

区

丈

尾

(

河

東

中

島

)

笠中後山川
井込藤田口

*会場 昭和町民体育館

*主催 昭和町体育協会

*主管 昭和町体育協会卓球部

*選手資格及び区分

昭和町在住者K限り、年齢区分は昭和60年 4月2日
現在とする。学生は個人戦lζ限り出場する ζ とがで

きる。

。団体戦(地区対抗)選手区分

l地区 1チーム選手 7名(補欠 7名)

一般男子 (4名)29才まで l名
30~39才 2 名

40才以上 l名

一般女子(3名)29才まで 1名
30~39才 1 名
40才以上 l名

。個人戦選手区分

一般男子 29才まで、 30~39才まで、 40才以上
一般女子 29才まで、 30~39才まで、 40才以上
の男女とも各 3パートの優勝者3人により、リーグ

戦を行ないチャンピオンを決定する。

*選手名簿提出期限

昭和 611年 2月21日(金) 午後5時まで

名簿の提出がない時は不参加とみなす。

試合順序

7 
3・5

6 
4 
2 
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ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
花
/

た
い
》
(
参
加
者
募
集

|
女
性
の
た
め
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
|

山
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

山
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操

間
母
と
子
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体

操
(
子
供
、

3
才
1
5
才
(
男
女
間
ず
)

・
申
込
み
先

昭
和
町
教
育
委
員
会

電

話

七

五

1
三
七
三
七

おしらせ

轡

時

2
月
お
日
閃

3
月
4
日
山
内

3
月
日
日
仰

・

場

所

昭
和
町
ボ
ク
シ
ン
グ
練
習
会
場

・
実
技
内
容

• 日

2
月
お
日
幽

3
月
7
日
幽

(
午
前
日
時

1
1
時
)

わ

-R役
場
・
税
務
課
で
行
う
、
確
定
申
告
、
町
県
民
税
の
申
告
受
付

相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

つよ

;昭和60年分申告受付相談日程j

し報広

場メ:>.
-:z::;;， 

司
Ji
 

R
l
 

押

時間期付受区

西条一区、西条二

!区、清水新居、西
条新回 令妥

山
出

s
fE
F
 

他のeそ

税務署、役場から送られた申告書を持参して下さい。

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
県
政
に
対
す

る
自
由
で
清
新
な
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
乙
れ
を
県
政
に
反
映
す
る
た
め

に
、
県
で
は
次
に
よ
り
県
政
モ

ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

e
応
募
資
格
+

県
内
に
居
住
し
て
い
る
満
初
歳
以
上

の
方
で
、
健
全
な
常
識
と
公
正
な
判
断

力
の
あ
る
人
。
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。た

だ
し
、
次
の
方
は
座
募
で
き
ま
せ
ん

0

.
国
会
議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員

・
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務

ロ貝
・
過
去
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
の
あ

る
人

φ

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
+

県
政
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望

な
ど
を
随
時
寄
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
回
答
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
知
事
と
の
意
見

※ 

交
換
会
や
各
地
方
振
興
事
務
所
で
行
う

意
見
交
換
会
、
県
な
ど
の
施
設
見
学
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
県
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
各
種
資
料
を
随
時
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

e
募
集
人
員

'

e

任

期

+

一
三

O
人

一
年
間

φ

モ
ニ
タ
ー
活
動
に
関
す
る
費
用
φ

通
信
費
及
び
意
見
交
換
会
な
ど
に
出

席
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
費
用
は
、
県

が
負
担
し
ま
す
o

e
募
集
期
間
φ

昭
和
白
年
3
月
日
日
側
ま
で

+
申
込
方
法

e

官
製
は
が
き
に

住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
(
ふ
り
が
な
)

生
年
月
日

年
齢
、
性
別

職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
次
の
地
方
振
興
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

峡
中
地
方
振
興
事
務
所
(
幻

iz--

干
回
0

0

甲
府
市
丸
ノ
内
一

i
六
j

一

φ

問
い
合
わ
せ
+

県
庁
広
聴
広
報
課
電
お

1
七
二
五
九

怖いのは

「消したつもり」と

「消えたはす』

第 3 課 第 2 課 第 1 課

3(月土1〉日 2(月土2)2日 2(月土1)5日

PMl--4 PMl--4 PMl--4 
. . 

合し工の族家老人
日ボ工ボ 療治ボボ

常生活 ケ夫ケ 老ケ をケ
い夫のの 老人 の

l乙悩食事
のの 看護と 予防人の解理しつみ

て話い 介護と 世話お観察と のそ
三ロ断，会y よ

つ
」ーー

。
参
加
で
き
る
人

ボ
ケ
老
人
を
介
護
し
て
い
る
方

。

場

所

甲
府
保
健
所
甲
府
市
太
田
町
9
1
1

(
遊
亀
公
園
前
)

O
費

用

:

・

無

料

。
担
当
・
:
医
師
、
保
健
婦
、
栄
養
士

。
申
し
込
み

市
町
村
保
健
婦
、
甲
府
保
健
所

富
市

1
二

二

ご

雷

幻

1
一
三
八
一



ー
お
い
し
い
野
菜
を
自
分
で
作
ろ
う

5

弘'

Ja・
-
坪
農
園
講
座

弘
、

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
大
好
評
の

一
坪
農
園
を
聞
き
ま
す
。

陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
畑
を
耕
し
、

野
菜
な
ど
を
自
由
に
作
り
な
が
ら
家
族

の
ふ
れ
あ
い
と
地
域
の
人
と
の
交
流
を

深
め
、
心
と
体
の
健
康
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み

V
町
教
育
委
員
会
問
三
七
三
七

〆
切
り

V
二
月
未
日
ま
で

期

間

V
三
月

i
十
一
月
頃
ま
で

場

所

V
上
河
東
常
永
駅
の
南

参
加
料

V
三
0
0
0円
(
土
地
使
用

料
、
整
備
代
)

わ-つよ

版
画
部
に

参
加
し
て
み
ま
川
品
川

M的

町
文
化
協
会
に
版
画
部
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
四
季
折
々
の
風
景
や
生
活
な
ど

を
彫
っ
て
み
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

一
月
か
ら
毎
月
第
二
・
四
の
水
曜
日

午
後
七
時
三

O
分

1
九
時
三

O
分
ま
で

町
の
中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

e
申
込
み
先
+
教
育
委
員
会

電
話

%
i
三
七
三
七

し報広( 7 )昭和 61年 2月 1日発行

|成人病丙千両]

ふだんの健康管理に気をつけよう 増
え
続
け
る
仙
臓
病

成
人
病
予
防
週
間

2
月
1
日
1
7日

-
も
う
一
度
、
食
生
活
の
見
直

し
を

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ

て
い
る
か
?
野
菜
が
不
足
し

て
い
な
い
か
?
砂
糖
や
塩
分

を
と
り
過
ぎ
て

い
な
い
か
?

-
肥
満
を
防
ご
う

大
リ
過
ぎ
は
成
人
病
の
も
と
の

・
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進

-
余
暇
を
十
分
に
楽
し
も
う

積
極
的
に
気
分
転
換
を
図
り
、

ス
ト
レ
ス
解
消
を
。

-
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け

ま
し
ょ
う

ー
み
ん
な
で
走
ろ
う
・
呼
び
も
ど
そ
う

北
方
領
土
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

実
施
要
領

好評だった昨年のー坪農園

O
主
旨
楽
し
く
走
り
な
が
ら
、
健

康
c

つ
く
り
と
、
人
と
ひ
と
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
北

方
領
土
返
還
の
意
義
を
広
め
、
併
せ

て
か
い
じ
国
体
に
向
け
て
の
ス
ポ
ー

ツ
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

O
主
催
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

山
梨
県
民
会
議

O
共

催

山

梨

県

O
協

賛

山

梨

県

体

育

協

会

O
後

援

N
H
K
甲
府
放
送
局
・
山

梨
放
送
・
テ
レ
ビ
山
梨
・
山
梨
日
日

新
聞
社

O
会
場
甲
府
市
荒
川
サ
イ
ク
リ
ン

ク
ロ
ー
ド

O
期

日

昭

和

白

年

2
月
日
日
目

午
前
日
時
集
合
、
午
前
日
時
ス
タ
ー

ト
〔
雨
天
の
場
合
は
、

2
月
お
日
日

開
催
〕

O
参
加
者
の
義
務
各
走
者
は
、
自
分

の
責
任
に
お
い
て
参
加
し
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
管
理
し
、
他
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

O
種

目

(

昭

和

引

年

2
月
1
日
現

在
の
年
齢
)

①
県
民
一
般
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

(
3
伽
)
し
乙
た
ん
コ

l
ス

②
一
般
男
子

(叩
伽

)
え
と
ろ
ふ
コ
1

ス

③

ω才
以
上

(
5
伽
)
く
な
し
り
コ
ー
ス

④
一
般
女
子
は
ぼ
ま
い
コ

l
ス

O
参

加

料

無

料

O
参
加
申
し
込
み

①
申
し
込
み
期
日
昭
和
引
年
2
月

3
日
目
ま
で
に
必
着
の
と
と
。

②
申
し
込
み
方
法
は
が
き
又
は
電

話
で
、
種
目
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
職
業
、
生
年
月
日
、
年

齢
を
そ
え
て

③
申
し
込
み
問
い
合
せ
先
⑦
四
C

C

甲
府
市
丸
ノ
内
一
丁
目
六
l

一

山
梨
県
庁
広
聴
広
報
課
内
北
方

会
議
事
務
局
電
話

O
五
五
二
l

三
七
l

一
一
一
一

(
代
表
)

④
参
加
人
員
申
し
込
み
先
着
四

O

O
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

O
集
合
場
所
甲
府
市
寿
町
・
荒
川
橋

下
広
場

O
賞

品
①
県
民
会
議
会
長
賞
、
知
事
賞
、
県

議
会
議
長
賞
、

N
H
K
、
Y
B
S、

U
T
Y
、
山
日
の
各
賞
の
他
、

5

位
ま
で
多
数
用
意
の
予
定

(
た
だ
し
、
ジ
ョ
、
ギ
ン
グ
の
部
は

2
位
ま
で
)

②
各
種
目
、
日
位
ま
で
の
氏
名
を
広

く
県
民
に
知
ら
せ
ま
す
。

③
完
走
者
に
、
思
い
出
に
残
る
記
念

品
を
進
呈
し
ま
す
。

O
そ
の
他

①
受
け
付
け
と
同
時
に
、
印
才
以
上

の
出
場
者
は
、
血
圧
測
{
事
セ
し
ま
す
。

②
傷
害
、
紛
失
、
レ
ー
ス
中
の
事
故

等
に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
以
外

の
一
切
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
の

で
、
各
自
の
責
任
で
行
動
し
て
下

大」い。

③
主
催
者
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
ス

ポ
l
ツ
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

④
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
但
し
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
は
駐
車
可
)

火
の
用
心

崎
南
川
ゆ
瞳
晴
崎
M

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
普
及
も
あ
り
、

火
へ
の
恐
ろ
し
さ
よ
り
興
味
な
ど
か
ら

火
遊
び
を
す
る
子
供
が
い
ま
す
。

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
る
と
と
も

に
身
近
に
乙
う
ゅ
う
も
の
を
置
か
な
い

配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

人
け
の
な
い
と
乙
ろ
か
ら
火
が
出
た

り
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の
空
箱
が
燃
え
出

す
の
は
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
人

が
タ
バ
コ
を
投
げ
捨
て
る
の
も
原
因
に

な
り
ま
す
が
、
酒
に
酔
っ
た
人
や
、
気

持
の
あ
れ
た
人
が
ζ

う
ゅ
う
ゴ
ミ
の
山

を
見
る
と
ム
ラ
ム
ラ
と
そ
ん
な
気
持
を

誘
発
さ
れ
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

夜
、
戸
締
り
の
と
き
、
家
の
周
囲
を

チ
ヨ
ッ
ト
整
理
す
る
の
も
放
火
や
火
遊

び
の
被
害
か
ら
我
が
家
を
守
る
心
得
で

す。

電
話
局
か
ら
の
お
願
い

冬
は
、
た
き
火
に
よ
る
電
話
線
の
焼

失
、
ハ
ン
タ
ー
や
土
木
作
業
な
ど
に
よ

る
電
話
線
の
損
傷
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
事
故
が
起
乙
り
ま
す
と
そ

の
付
近

一
帯
の
電
話
は
不
通
に
な
り
多

く
の
お
客
様
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
と

と
に
な
り
ま
す
、
土
木
工
事
な
ど
を
す

る
場
合
は
最
寄
り
の
電
話
局
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
柱
や
電
話
線
の

損
傷
を
発
見
さ
れ
た
ら
お
手
数
で
す
が

一
一
三
番
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局
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抑制抑糊保健衛生だより

わ-つよし報広

~~~~読書長署長署長~~~

2月 1日(土〉・ 15日(土)

午前 9時-11時 30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象K血圧測定、尿検査、栄養

指導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気

軽にお出かけください。

時日該当児

昭和 60年 1月生まれ

4月生まれ

昭和 60年 7月生まれ

10月生まれ

午後 l時

--2時

母子手帳・筆記用具持ち物

2月 27日(木)

午後 l時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和 55年 9月 1日~昭和 55年 12月 31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでど承知おきください。

実 施 日

受付時間

場所

該当児

2月 20日(木)

午後 l時-2時

中央公民館

昭和59年 6月 1日~昭和59年 8月31日までの出生児、

及び前回未受診児。

母子手帳・ l歳 6か月児健康質問票

実施 日

受付時間

場所

該当児

持ち物

2月 28日(金)

午前 10時 20分 -10時 25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、猫の

場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり封をして

ください。

時日

女

形

グ
形
成
外
科
ρ

は
、
日
本
で
は
ま
だ

比
較
的
新
ら
し
い
外
科
的
分
野
で
、
一

般
の
人
達
に
は
ど
の
よ
う
な
乙
と
を
し

て
い
る
の
か
御
存
知
で
な
い
方
も
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。

形
成
外
科
を
一
口
で
申
し
ま
す
と
「

奇
形
や
外
傷
に
よ
る
か
ら
だ
の
変
形
や

醜
形
を
治
す
医
学
」
と
壬
一
早
え
ま
す
。
つ

ま
り
体
の
表
面
や
、
顔
、
手
足
な
ど
の

異
常
を
手
術
に
よ
り
、
正
常
な
状
態
に

な
る
よ
う
で
き
る
だ
け
締
麗
に
治
す
ζ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
形
成
外
科
で
扱
か
う
病
気

K

は
非
常

K
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が

そ
の
代
表
的
な
病
気
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

一
、
生
ま
れ
つ
き
の
形
の
具
常

顔
で
は
、
ミ
ツ
口
(
居
裂
・
口
蓋
裂
)

や
耳
の
変
形
(
小
耳
症
・
袋
耳
・
副
耳
)

な
ど
の
先
天
異
常
を
始
め
、
目
・
鼻
・

耳
・
口
な
ど
の
形
の
異
常
や
、
顔
の
骨

の
変
形
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
手
足
で
は

指
が
癒
着
し
て
い
る
も
の
(
合
指
症
)

や
指
の
数
の
異
常
(
多
指
症
)
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

二
、
皮
膚
の
異
常

赤
ア
ザ
(
血
管
腫
)
、
黒
ア
ザ
(
色

素
性
母
斑
)
脂
肪
の
塊
り
、
皮
下
の
し

ζ

り
、
放
射
線
治
療
後
に
生
じ
た
皮
膚

の
炎
症
な
ど
が
手
術
的
に
治
療
を
必
要

と
す
る
病
気
で
す
が
、
醜
い
傷
跡
や
変 成

外

科

leま

と

山
梨
医
科
大
学
講
師
(
皮
膚
科
)

形
を
残
さ
な
い
よ
う

K
す
る
必
要
が
あ

り
、
皮
膚
移
植
を
初
め
と
す
る
形
成
外

科
的
な
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

三
、
顔
の
け
が
、
骨
折
、
き
ず
あ
と

特
に
多
い
の
が
交
通
事
故
に
よ
る
も

の
で
、
し
ば
し
ば
ま
ぶ
た
や
、
く
ち
び

る
が
引
き
つ
れ
た
り
醜
い
傷
跡
を
残
し

て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
顔
は
目
・
鼻
・
口
・
耳
な
ど
複
雑
な

構
造
を
し
て
い
る
器
官
が
多
い
の
に
加

え
、
顔
面
神
経
な
ど
重
要
な
神
経
が
あ

り、

ζ

れ
ら
を
充
分
よ
く
知
っ
た
上
で

適
切
な
治
療
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、

顔
の
骨
(
頬
の
骨
、
上
ア
ゴ
骨
、
下
ア

ゴ
の
骨
、
鼻
の
骨
、
眼
の
く
ぼ
み
の
骨
)

の
骨
折
も
同
時
に
起
き
て
い
る
乙
と
も

あ
り
、
正
確
な
診
断
の
下
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
整
復
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
骨
折
は
遅
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、

初
期
の
治
療
の
二
倍
も
三
倍
も
難
か
し

く
な
り
ま
す
。
ま
た
一
度
で
き
て
し
ま

っ
た
醜
い
傷
跡
に
対
し
て
は
、
二

1
三

ヶ
月
以
上
た
っ
た
後
に
痕
跡
を
切
り
直

し
て
目
立
た
な
く
縫
い
直
し
ま
す
。

四
、
や
け
ど

深
く
て
治
り
の
遅
い
や
け
ど
(
二
週

間
以
上
か
か
る
も
の
)
に
対
し
て
は
積

極
的
に
皮
膚
移
植
を
す
る
乙
と
が
、
の

ち
の
ら
ケ
ロ
イ
ド
や
傷
K
よ
る
ひ
き
つ

れ
線
痕
拘
縮
)
を
除
く
ζ

と
に
な
り ~

且
問

{I~ 

身

山
ま
す
。
時
々
一
ヶ
月
以
上
も
消
毒
処
置

に
通
っ
た
結
果
機
能
障
害
を
起
乙
し
て

来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
を
見
か
け
る
の

は
大
変
に
残
念
な
乙
と
で
す
。
(
本
項

に
関
し
て
は
、
改
た
め
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
)

五
、
手
術
後
の
変
形

い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
治
療
の
結
果
生

じ
た
、
変
形
や
麻
揮
に
対
し
、
関
連
し

た
科
と
相
談
の
上
、
変
形
の
治
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
乳
癌
の
手

術
後
に
乳
房
を
再
建
じ
た
り
、
食
道
の

一
部
を
切
除
し
た
人
に
対
し
食
道
を
再

建
し
、
経
口
摂
取
を
可
能
に
す
る
手
術

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
へ
そ
、
外
陰
部
の
奇
形
、

手
の
け
が
、
爪
の
変
形
、
じ
よ
く
そ
う
、

外
傷
・
熱
傷
後
の
脱
毛
な
ど
、
多
く

の
体
表
の
異
常
に
対
し
治
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

紙
面
の
関
係
上
く
わ
し
く
述
べ
る
乙

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
梨
医

大
で
は
、
皮
膚
科
の
中
で
形
成
外
科
の

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
度
受
診
し
て
み

て
下
さ
い
。
(
月
曜
日
・
金
曜
日
午
前

中
)

A 
4乙

画

財
団
法
人

里
仁
会



間

(
敬
称
略
)

…
脳
軟
化
に
な
り
た
く
な
い
と
八
十
の

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
住
む
地
域
社
一
母
は
縁
に
て
物
を
縫
い
い
る

会

と

深

い

か

か

わ

り

を

も

っ

と

と

は

、

一

長

田

そ

の

子

豊
か
な
人
間
形
成
の
上
に
大
切
な
体
験
…

を
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
問
病
む
老
は
息
子
に
叱
ら
れ
て
た
だ
笑
ふ

人
と
人
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
を
知
る
。
…
霊
安
所
の
前
ゆ
き
も
ど
り
つ
つ

社

会

奉

仕

を

と

お

し

て

人

間

愛

を

育

む

、

…

桑

原

丑

寅

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
。
協
調
、
協
力
、
問

社
会
道
徳
や
生
活
の
現
実
と
知
恵
を
身
…
人
の
世
を
離
る
る
煙
一
条
に

に
つ
け
責
任
感
や
実
践
力
を
育
て
る
乙
…
峡
の
冬
空
遠
く
溢
み
い
て

と

に

な

り

ま

す

。

子

ど

も

の

社

会

参

加

…

輿

石

さ

ゑ

代

を
す
す
め
る
た
め
に
特
に
親
た
ち
は
次

m

の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
町
一
鮒
碧
の
空
を
映
し
て
ど
こ
ま
で
も

一
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
諸
活
一
深
く
し
づ
も
る
阿
寒
湖
の
秋

動

に

参

加

す

る

乙

と

の

大

切

さ

を

自

…

志

村

久

雄

覚

す

る

。

問

二
、
子
ど
も
と
大
人
が
、
と
も
に
参
加
…
故
郷
へ
造
く
ね
く
ね
と
冬
ざ
れ
の

す
る
地
域
の
活
動
を
霊
的
に
実
施
…
田
に
は
ら
ば
い
て
き
植
み

す

る

。

…

内

藤

ふ

く

次

三
、
家
の
な
か
に
乙
も
り
が
ち
な
子
ど
一

も
た
ち
の
た
め
に
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
…
身
一
つ
動
か
す
自
由
な
さ
え
に

な
ど
の
集
団
活
動
を
援
助
し
て
、
社
…
楽
し
き
旅
を
語
り
え
ず
い
る

会

参

加

活

動

を

奨

励

す

る

。

…

花

輪

尤

忠

四
、
社
会
参
加
を
援
助
す
る
場
合
に
、
…

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
興
味
や
関
一
』
ぼ
れ
種
の
付
弱
な
ら
む
白
さ
く
白
く

心
を
高
め
創
造
性
豊
か
な
も
の
に
す
…
事
抜
き
朝
刊
吹
き
出
し
た
り

る

よ

う

努

め

る

。

…

松

岡

満

子

五
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
…

団
、
文
化
少
年
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
わ
が
生
れ
し
そ
の
A
即
干
に
あ
ら
わ
れ
し

少
年
団
な
ど
巾
広
い
子
ど
も
集
団
の
…
ハ
レ

l
す
い
星
近
づ
き
つ
つ
あ
り

育
成
を
考
え
て
み
よ
う
o

m

西

村

竜

二

、
』
貌
こ

な
る
た
め
に

ト
ベ
ザ
パ
ノ
ト
。

わ

〈
子
ど
も
の
社
会
参
加
〉

一つよ

ー
い
ま
の
子
ど
も
だ
ち
は

社
A
E
ば
な
れ
し
て
い
る

1

し

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
と
勉
強

部
屋
の
往
復
に
お
わ
り
地
域
社
会
で
の

ふ
れ
あ
い
や
、
行
事
な
ど
へ
の
参
加
も

少
な
く
地
域
の

一
員
と
し
て
自
覚
が
う

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
は
子

ど
も
た
ち
が
そ
乙
で
生
れ
、
家
族
や
地

域
社
会
の
人
と
と
も
に
生
活
し
成
長
し

て
い
く
場
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の

社
会
生
活
を
み
る
と
①
地
域
の
人
々

の
職
業
や
生
活
が
多
様
化
し
た
た
め
に

多
忙
と
な
り
人
々
が
ふ
れ
あ
う
機
会
が

非
常
に
少
な
い
②
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
行
事
も
少
な
く
特
に
子
ど
も
た
ち
の

参
加
す
る
機
会
が
少
な
い
③
子
ど
も

た
ち
は
勉
強
中
心
に
お
か
れ
て
地
域
社

会
の
諸
活
動
へ
の
参
加
は
軽
視
さ
れ
て

いす。。
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必発お4コ

ー 日 γzせ宝

西条地区申告受付
--21日まで(役場)

6ページ

1歳 6ヶ月児健康診査(中央

民館)

痴呆性老人家庭看護教室

(甲府保健所)

昭和町卓球大会(町民体育館)

野外教室(文化部)

押原地区申告受付
---28日まで(役場)

6ページ)

ジャズボクシング体操(町ボク

シング練習場)

版画部例会(中央公民館)

5歳児健康診査(中央公民館〉

ジャズボクシング体操(町ボク
シング練習場)
国保税 2月分納期限

不用犬猫収集日(旧役場前)

母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館) 16 

17 

18 

7.1< 雨

19 

20 
一人暮し老人食事サービス

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 
版画部例会(中央公民館)

乳児健康診査(中央公民館〉

28 

痴呆性老人家庭看護教室

(甲府保健所)

読書広場(中央公民館)

母子手帳交付及び一般健康相談
日(中央公民館)

第 5回昭和町社会教育推進大会。
第 l田町山梨教育推進大会(中
央公民館)

乳児健康診査(中央公民館〉

成人病予防週
間~7 日

2 

分節

3 
春立

4 

5
 
6 

健康の日

北方領土の日ア

針供養

8 

9 

10 

念コい国建
日

圃11 

12 

13 
聖バレンタイ
ンデ.ー14 

15 

収
集
日
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27 

ノソ

※
ゴ
ミ
は
必
ず
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷

札
を
使
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー

ル
袋
等
で
出
し
て
あ
る
も
の
は
収
集
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合
は

必
ず
缶
に
穴
を
あ
け
て
中
の
気
体
を
抜
い

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

わたしたちの町を

きれいにしよう

d 


